
中中央央執執行行委委員員会会
秋秋年年末末にに向向けけててのの議議論論をを開開始始

七
月
十
二
日
、
十
三
日
、
東
京
・
日
港
福
会
館
に
お
い
て
第
七

回
中
央
執
行
委
員
会
を
開
催
し
た
。
そ
し
て
、
一
六
年
の
総
括
議

論
、運
動
方
針
の
補
強
案
の
検
討
、大
会
日
程
の
確
認
、秋
年
末
か

ら
春
闘
に
か
け
て
の
お
よ
そ
の
考
え
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

二
〇
一
六
年
度
の
経
過
と
総
括
に

つ
い
て

二
〇
一
六
年
度
の
経
過
と
総
括

に
つ
い
て
は
、
運
動
方
針
に
基
づ

き
、
こ
の
一
年
間
、
各
種
取
り
組

み
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
独
禁
法

問
題
が
大
き
く
あ
っ
た
が
、
産
別

闘
争
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
共
謀
罪
に
つ

い
て
は
、
六
月
十
五
日
、
一
方
的

に
参
議
院
本
会
議
で
強
行
採
決
さ

れ
た
。
警
察
や
政
府
か
ら
監
視
さ

れ
、
罪
を
犯
す
前
に
逮
捕
さ
れ
る

な
ど
、
言
論
の
自
由
、
信
仰
の
自

由
を
奪
う
大
変
危
険
な
監
視
社
会

に
な
っ
て
く
る
。「
共
謀
罪
」を
廃

止
に
追
い
込
む
た
た
か
い
、
辺
野

古
新
基
地
建
設
を
断
念
さ
せ
る
た

た
か
い
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。労
働
基
準
法
、雇
用

保
険
法
、
介
護
休
業
法
等
の
改
悪

な
ど
、国
民
の
暮
ら
し
と
財
産
、生

命
、
雇
用
を
守
る
べ
き
法
律
が
、

安
倍
政
権
の
下
で
切
り
崩
さ
れ
て

い
る
。
中
小
零
細
企
業
に
働
く
労

働
者
や
非
正
規
雇
用
労
働
者
な
ど

の
所
得
格
差
が
是
正
さ
れ
な
い
中

で
、
勤
労
国
民
の
生
活
は
一
層
の

厳
し
さ
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
安

倍
自
公
政
権
か
ら
、
真
の
民
主
主

義
を
取
り
戻
し
、
国
民
主
権
の
政

治
を
取
り
戻
す
た
め
、
野
党
共
闘

を
強
化
し
、
地
域
運
動
を
強
化

し
、
多
く
の
国
民
運
動
の
連
帯
を

つ
く
り
、
安
倍
自
公
政
権
を
打
破

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を

も
っ
て
二
〇
一
六
年
度
の
各
種
取

り
組
み
総
括
と
し
た
い
と
し
た
。

運
動
方
針
の
補
強
に
つ
い
て

ま
だ
、
骨
子
の
段
階
と
し
な
が

ら
も
、
補
強
点
と
し
て
、
残
業
上

限
規
制
・
繁
忙
期
な
ど
は
月
最
大

一
〇
〇
時
間
を
基
準
と
す
る
法
定

化
に
つ
い
て
反
対
す
る
、
共
謀
罪

に
反
対
す
る
、
日
雇
労
働
求
職
者

給
付
金
厳
格
化
に
反
対
す
る
、
Ｉ

Ｒ
推
進
法
（
特
定
複
合
観
光
施
設

区
域
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る
法

律
）
に
反
対
す
る
、
妊
娠
・
出
産

・
育
児
・
介
護
等
を
理
由
と
す
る

不
利
益
取
扱
い
の
防
止
措
置
に
言

及
し
て
い
き
た
い
、
労
働
講
座
を

各
地
方
青
年
部
を
中
心
と
し
て
お

こ
な
う
か
ど
う
か
検
討
し
た
い
、

今
年
度
も
組
織
財
政
委
員
会
を
開

催
し
財
政
検
証
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
す
る
点
が
あ
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
東
京
都
議
会
議
員
選
挙

の
結
果
を
踏
ま
え
、
都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
の
会
、
都
議
会
に
お
け
る
保

守
系
議
員
が
圧
倒
的
に
増
え
た
こ

と
を
今
後
、
注
視
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。

第
八
八
回
定
期
全
国
大
会
に
つ
い

て

第
八
八
回
定
期
全
国
大
会
を
九

月
六
日
九
時
か
ら
九
月
七
日
十
二

時
ま
で
の
予
定
で
愛
知
県
豊
橋
市

内
の
シ
ー
パ
レ
ス
日
港
福
で
開
催

す
る
。
今
大
会
は
中
間
年
大
会
で

あ
り
、
二
日
目
昼
で
終
了
予
定
と

す
る
。
議
長
団
は
東
北
地
方
、
日

本
海
地
方
と
確
認
、
代
議
員
数

は
、
北
海
道
三
名
、東
北
一
七
名
、

日
本
海
一
七
名
、関
東
六
名
、東
海

一
〇
名
、関
西
一
五
名
、四
国
四

名
、九
州
九
名
、沖
縄
六
名
、計
八

七
名
と
確
認
し
た
。

全
国
港
湾
第
一
〇
回
定
期
大
会
に

つ
い
て

全
国
港
湾
第
一
〇
回
定
期
大
会

が
九
月
十
三
日
、
十
四
日
の
予
定

で
、
シ
ー
パ
レ
ス
日
港
福
で
開
催

さ
れ
る
。

秋
年
末
闘
争
に
つ
い
て

時
期
は
早
い
が
、
来
年
度
の
春

闘
関
連
で
大
会
前
に
確
認
し
て
お

き
た
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
早
め

に
概
要
を
提
示
す
る
と
し
て
、
十

月
四
日
（
予
定
）
に
開
催
の
第
二

回
中
央
執
行
委
員
会
に
お
い
て
、

要
求
額
に
つ
い
て
、
統
一
し
て
た

た
か
う
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
、
新
た
に
第
三

回
中
央
執
行
委
員
会
を
十
一
月
七

日
か
ら
八
日
（
予
定
）
に
開
催

し
、
賃
金
引
き
上
げ
要
求
額
の
検

討
や
労
職
対
課
題
等
を
主
な
議
題

と
し
て
討
議
し
、
各
地
方
で
の
職

場
討
議
を
深
め
る
こ
と
と
し
た

い
。
十
二
月
中
執
に
つ
い
て
は
十

二
月
十
一
日
、
十
二
日
を
予
定

し
、
春
闘
方
針
案
の
決
定
を
し
て

い
き
た
い
と
し
た
。

九
州
で
の
洪
水
被
害
に
つ
い
て

今
の
と
こ
ろ
、
直
接
の
被
害
報

告
は
出
て
い
な
い
と
の
報
告
を
受

け
た
が
、
熊
本
地
震
時
と
同
様
に

九
州
地
方
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
結

成
し
支
援
活
動
を
お
こ
な
っ
て
行

き
た
い
と
し
た
。

ヒ
ア
リ
問
題

ヒ
ア
リ
の
発
見
が
報
道
で
続
い

て
い
る
が
、
万
一
刺
さ
れ
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、
安
静

に
し
、
一
一
九
番
を
お
願
い
す
る

と
し
た
。

北
海
道
地
方
本
部
移
転

北
海
道
地
方
本
部
事
務
所
が
、

七
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
小
樽
か

ら
釧
路
に
移
転
と
な
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

（
片
柳
悦
正
）

七
月
二
日
東
京
開
票
の
東
京
都

議
選
（
定
数
一
二
七
議
席
）
で
、

こ
れ
ま
で
五
七
議
席
を
有
し
て
い

た
自
民
党
が
半
数
以
下
の
二
三
議

席
ま
で
議
席
数
を
減
ら
す
惨
敗
を

喫
し
た
。
歴
史
的
敗
北
と
も
い
わ

れ
る
ほ
ど
、
自
民
党
に
と
っ
て
は

大
き
な
痛
手
と
な
っ
た
。
票
を
伸

ば
し
た
の
は
、「
都
民
フ
ァ
ー
ス

ト
の
会
」
と
い
う
小
池
知
事
の
率

い
る
政
治
団
体
で
あ
る
。

自
民
党
の
惨
敗
だ
が
、
は
た
し

て
小
池
知
事
派
が
勝
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
け
っ
し
て
そ
う
で
は
な

い
。「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
」

に
投
票
し
た
多
く
の
都
民
は
、

「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
」
が
ど

ん
な
政
策
か
わ
か
ら
な
い
と
答
え

て
い
る
。
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
は
、

「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
」
が
自

民
批
判
票
の
受
け
皿
と
な
っ
た
と

い
っ
て
い
る
。
受
け
皿
と
は
何
な

の
か
、
そ
し
て
な
ぜ
、
民
進
な
ど

既
存
政
党
が
受
け
皿
に
な
り
え
な

か
っ
た
の
か
。

「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
」
や
小

池
都
知
事
の
政
策
は
安
倍
政
権
と

何
ら
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
自

民
批
判
票
の
願
い
は
、
大
企
業
優

先
で
あ
る
安
倍
政
権
の
政
治
か

ら
、
国
民
優
先
の
政
治
へ
の
転
換

な
の
で
あ
る
。

国
民
の
多
く
が
安
倍
政
権
の
戦

争
法
制
や
憲
法
改
悪
の
動
き
に
反

対
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
ざ
選
挙
と
な
る
と
自
民
党
に
票

が
流
れ
る
と
い
う
の
が
こ
の
間
の

選
挙
の
結
果
だ
っ
た
。
と
く
に
、

昨
年
の
参
院
選
で
は
、
も
っ
と
、

野
党
共
闘
で
票
が
獲
得
で
き
る
と

思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
安
倍
政
権

の
「
働
き
方
改
革
」、「
同
一
労
働

同
一
賃
金
」、「
格
差
是
正
」
な

ど
、
口
先
だ
け
の
ウ
ソ
に
よ
っ
て

だ
ま
さ
れ
た
に
し
て
も
、
不
十
分

な
結
果
と
な
っ
た
。

都
議
選
後
、
興
味
深
い
Ｔ
Ｖ
報

道
が
あ
っ
た
。「
都
民
フ
ァ
ー
ス

ト
の
会
」
に
な
ぜ
投
票
し
た
か
と

い
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
、
二
〇
代

の
青
年
が
、「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト

と
い
う
言
葉
か
ら
、
都
民
の
生
活

を
向
上
さ
せ
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ

た
」
と
答
え
て
い
る
。
今
回
の
都

知
事
選
は
、
①
安
倍
政
権
へ
の
批

判
、
②
小
池
知
事
の
人
気
（
こ
れ

ま
で
の
都
政
へ
の
歯
に
衣
を
着
せ

ぬ
批
判
な
ど
）」
と
い
う
点
に
加

え
て
、「
③
都
民
生
活
向
上
の
イ

メ
ー
ジ
」
で
自
民
批
判
票
を
取
り

込
ん
だ
と
い
え
る
。
選
挙
に
は

「
生
活
」
に
関
す
る
政
策
が
不
可

欠
な
の
だ
ろ
う
。

安
倍
政
権
の
傲
慢
な
運
営
、
安

倍
首
相
の
政
権
私
物
化
の
表
面

化
、
そ
し
て
安
倍
首
相
取
り
巻
き

議
員
の
不
祥
事
な
ど
政
権
批
判
が

強
ま
る
中
で
、「
働
き
方
改
革
」の

中
身
が
過
労
死
を
拡
大
す
る
ほ
ど

の
長
時
間
労
働
の
容
認
で
あ
る
こ

と
や「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」の
中

身
が
格
差
の
固
定
化
で
あ
る
こ
と

な
ど
労
働
政
策
の
ウ
ソ
も
明
ら
か

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
政
治
の
転

換
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で

も
、
い
く
ど
も
自
民
党
へ
の
批
判

が
多
く
な
る
と
い
う
事
態
に
直
面

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
と
き
対
案

が
な
い
ま
ま
に
右
往
左
往
し
て
き

た
。
対
案
は
明
白
で
あ
る
。
戦
争

反
対
、
憲
法
改
悪
反
対
と
と
も

に
、「
労
働
者
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と

も
い
え
る
働
く
者
の
た
め
の
政
策

を
打
ち
出
す
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
①
大
企
業
の
減
税
を

や
め
、
労
働
者
、
勤
労
者
の
減
税

と
消
費
税
の
廃
止
、
②
高
齢
化
社

会
の
た
め
の
社
会
保
障
の
充
実
、

子
供
を
育
て
る
環
境
の
育
成
、
③

法
定
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ

な
ど
、
働
く
人
の
た
め
の
政
治
の

実
現
を
各
野
党
に
呼
び
か
け
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
反
戦
平
和
、

憲
法
改
悪
反
対
、
働
く
者
の
暮
ら

し
の
要
求
の
三
点
セ
ッ
ト
で
の
野

党
共
闘
の
実
現
こ
そ
、
政
治
変
革

の
カ
ギ
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

主
・
張

東
京
都
議
選
自
民
惨
敗
、し
か
し「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」の
勝
利
で
は
な
い

も
と
め
ら
れ
る
自
民
後
の
政
策

中
央
執
行
委
員
長

松
本
耕
三
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三
年
を
迎
え
た
キ
ャ
ン
プ
・
シ

ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前
で
の
座
り
込
み

行
動
、
連
日
の
よ
う
に
約
一
〇
〇

名
の
市
民
、
県
民
が
キ
ャ
ン
プ
・

シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前
で
抗
議
活
動

を
行
っ
て
い
る
が
、
一
日
に
三
回

か
ら
四
回
、
沖
縄
県
警
機
動
隊
に

よ
っ
て
ゲ
ー
ト
前
か
ら
排
除
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
連
日
一
〇

〇
台
近
く
の
砂
利
を
積
ん
だ
ト
ラ

ッ
ク
の
搬
入
が
行
わ
れ
ク
レ
ー
ン

で
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
す
る
作

業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
現
在
の
状
況
を
踏
ま
え

普
天
間
基
地
返
還
に
向
け
た
今
ま

で
の
流
れ
を
見
て
い
き
た
い
。

一
九
九
五
年
に
起
き
た
米
軍
海

兵
隊
ら
に
よ
る
少
女
暴
行
事
件
か

ら
始
ま
っ
た
。
今
年
六
月
十
二
日

に
亡
く
な
っ
た
元
沖
縄
県
知
事
の

太
田
昌
秀
氏
は
沖
縄
代
表
と
し
て

県
民
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
形
で

県
民
総
決
起
大
会
に
参
加
し
、
米

軍
基
地
の
整
理
縮
小
と
米
軍
ら
の

容
疑
者
を
特
別
扱
い
す
る
日
米
地

位
協
定
の
改
定
を
求
め
た
。
ま

た
、
地
主
が
契
約
を
拒
ん
だ
軍
用

地
に
つ
い
て
、
地
主
に
代
わ
っ
て

署
名
押
印
す
る
代
理
署
名
を
拒
否

し
、
政
府
か
ら
提
訴
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
米
軍
施
設
は
最
低
で

も
県
外
と
訴
え
て
政
権
が
変
わ
っ

た
が
、
ふ
た
を
開
け
る
と
ま
た
普

天
間
基
地
の
移
設
先
が
辺
野
古
へ

と
舞
い
戻
っ
て
き
た
。
前
沖
縄
県

知
事
の
仲
井
眞
氏
が
退
任
直
前
に

辺
野
古
移
設
を
承
認
し
、
現
在
の

翁
長
知
事
に
よ
り
埋
め
立
て
承
認

が
取
り
消
さ
れ
国
と
県
と
の
訴
訟

へ
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇

一
六
年
十
二
月
に
埋
め
立
て
承
認

の
取
り
消
し
を
撤
回
し
な
い
知
事

の
対
応
を
違
法
と
福
岡
高
等
裁
判

所
は
認
定
し
国
の
勝
訴
と
な
っ

た
。
県
は
判
決
を
不
服
と
し
て
最

高
裁
に
上
告
し
た
。
し
か
し
、
最

高
裁
は
十
二
月
二
十
日
、
県
の
上

告
を
棄
却
し
、
埋
め
立
て
承
認
の

取
り
消
し
を
撤
回
し
な
い
知
事
の

対
応
を
違
法
と
認
定
し
事
実
上
国

の
勝
訴
が
確
定
し
た
。

そ
れ
で
も
知
事
と
し
て
の
公
約

を
果
た
す
べ
く
六
月
二
十
日
の
沖

縄
県
議
会
本
会
議
で
知
事
は
「
漁

業
権
の
設
定
さ
れ
て
い
る
漁
場
で

知
事
の
許
可
な
く
岩
礁
破
砕
を
行

う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
沖

縄
防
衛
局
は
県
の
行
政
指
導
に
応

じ
ず
普
天
間
代
替
施
設
建
設
事
業

の
護
岸
工
事
に
着
手
し
、
岩
礁
破

砕
を
行
う
こ
と
が
確
実
だ
」
と
説

明
し
た
。
議
会
承
認
後
、
裁
判
所

に
提
訴
す
る
だ
ろ
う
。

沖
縄
防
衛
局
は
岩
礁
破
砕
許
可

申
請
の
期
間
申
請
を
未
だ
行
っ
て

い
な
い
。
漁
業
関
係
者
が
一
部
の

漁
業
権
を
関
係
大
会
内
で
放
棄
し

て
も
県
へ
の
変
更
申
請
を
し
な
け

れ
ば
何
も
変
わ
ら
な
い
の
が
本
来

の
流
れ
で
あ
る
が
、
沖
縄
防
衛
局

は
解
釈
そ
の
も
の
を
変
え
手
続
き

を
し
て
い
な
い
の
だ
。

県
内
で
も
様
々
な
動
き
が
あ

り
、
そ
の
中
で
も
辺
野
古
土
砂
搬

出
反
対
全
国
連
絡
協
議
会
は
新
基

地
建
設
に
伴
う
埋
め
立
て
土
砂
の

搬
出
候
補
と
さ
れ
て
い
る
県
に
対

し
、
沖
縄
県
と
の
連
携
を
働
き
か

け
、
沖
縄
県
の
「
県
外
土
砂
搬
入

規
制
条
例
」
に
基
づ
き
砕
石
地
で

特
定
外
来
生
物
の
有
無
を
調
査
し

各
県
職
委
員
の
現
地
へ
の
派
遣
な

ど
積
極
的
な
協
力
も
求
め
て
い
く

よ
う
だ
。

共
謀
罪
が
七
月
十
一
日
施
行
さ

れ
た
後
、
沖
縄
県
内
で
は
様
々
な

動
き
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
辺
野
古
新
基
地
建

設
を
止
め
る
べ
く
我
々
県
民
、
そ

し
て
国
民
全
体
で
普
天
間
基
地
即

時
撤
去
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
断

念
に
向
け
た
取
り
組
み
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
沖
縄
地
方
本
部
書
記
長

永
山
盛
順
）

普天間基地即時撤去
辺野古新基地建設断念に向けた取り組みを！
普天間基地即時撤去
辺野古新基地建設断念に向けた取り組みを！
普天間基地即時撤去
辺野古新基地建設断念に向けた取り組みを！
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夏季一時金闘争、前年増で概ね終結
回答額平均 456、102円（＋1、624円）
妥結額平均 459、116円（ ＋484円）

夏季一時金闘争が概ね終結した。東北地方など交渉が続いている地方も

あるが、大会議案書等の準備の関係上、7月13日の中央執行委員会をもっ

て最終集計とした。

7月13日現在、闘争分会326分会中256分会（81％）に有額回答が示され、

闘争分会の回答額平均は456、102円（1．62ヶ月）となった。昨年同時期の

454、478円と比べると1、624円上回った。回答を受けた分会のうち254分

会（96％）が妥結しており、妥結額平均は459、116円となった。妥結額で

も昨年実績を484円上回る結果となった。交渉が続いている分会もあるこ

とから、集計を続ければ今後回答額平均は更に上がることも予想される

が、集計上は13日をもって区切りとした。

〔参考：闘争分会の2016年妥結額実績は、458、632円〕

職種別でみると、港湾の回答額平均は484、886円（昨年同時期の回答額

484、238円を648円上回った）、トラックの回答額平均は332、346円（昨年

同時期の回答額327、393円を4、953円上回った）、一般の回答額平均は40

9、464円（昨年同時期の回答額403、456円を6、008円上回った）となっ

た。

速報分会では、144速報分会中130分会（90％）に有額回答が示され、速

報分会の回答額平均は481、519円、妥結した分会は126分会で妥結額平均

は482、245円となった。

〔参考：速報分会の2016年妥結額実績は482、349円〕

一
連
の
指
定
事
業
体
問
題
で
、

六
月
八
日
、
全
港
湾
中
央
本
部
、

阪
神
支
部
・
名
古
屋
支
部
、
東
京

支
部
合
同
に
よ
る
一
般
社
団
法
人

日
本
貨
物
検
数
協
会
（
以
下
日

検
）
に
対
し
、
東
京
・
名
古
屋
統

一
抗
議
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

東
京
班
は
、
七
日
夜
宣
伝
カ
ー

二
台
で
出
発
し
、
日
検
本
部
は
築

地
市
場
か
ら
僅
か
数
百
メ
ー
ト
ル

に
位
置
し
、
日
検
側
の
警
戒
を
逸

ら
す
た
め
、
行
動
開
始
直
前
ま
で

宣
伝
カ
ー
を
横
付
け
さ
せ
ず
万
全

の
体
制
で
臨
み
ま
し
た
。

日
検
本
部
前
に
横
付
け
す
る
と

同
時
に
畠
山
支
部
執
行
委
員
長
を

先
頭
に
松
本
中
央
執
行
委
員
長
・

真
島
中
央
書
記
長
・
西
脇
名
古
屋

支
部
書
記
長
の
四
名
が
日
検
本
部

に
入
り
抗
議
を
行
い
ま
し
た
。

突
然
の
訪
問
に
協
会
側
は
動
揺

を
隠
せ
ず
「
警
察
を
呼
ぶ
」
な
ど

と
威
嚇
す
る
態
度
を
見
せ
る
な
ど

我
々
を
挑
発
す
る
行
為
も
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
常
務
理

事
兼
労
務
部
長
で
あ
る
木
下
宗
則

氏
が
応
対
し
、
同
氏
は
抗
議
に
対

し
「
事
の
推
移
を
見
守
る
」
と
終

始
無
責
任
な
態
度
で
し
た
。

こ
の
木
下
氏
は
、
二
〇
一
六
年

三
月
二
十
三
日
付
阪
神
支
部
と
の

確
認
書
で
三
年
に
か
け
て
毎
年
一

二
〇
名
を
日
検
本
体
へ
の
移
籍
合

意
を
し
た
日
検
側
当
事
者
の
一
人

で
す
。

組
合
側
は
、
日
検
協
会
の
違
法

・
脱
法
行
為
を
糾
弾
す
る
と
共
に

確
認
書
に
基
づ
き
速
や
か
に
阪
神

支
部
と
団
体
交
渉
を
誠
実
に
行

い
、
指
定
事
業
体
の
対
象
労
働
者

を
日
検
本
体
へ
移
籍
す
る
よ
う
改

め
て
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
社
屋
前
で
抗
議
宣
伝

と
ビ
ラ
配
布
し
て
い

る
最
中
、
同
協
会
会

長
若
し
く
は
副
会
長

が
同
乗
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
高
級
国
産

車
が
裏
口
の
車
庫
か

ら
逃
げ
る
よ
う
に
走

り
去
る
の
が
目
撃
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
日
検
正

面
玄
関
前
で
阪
神
・

名
古
屋
・
東
京
の
三

支
部
合
同
に
よ
る
報

告
集
会
を
行
い
、
中

央
本
部
松
本
委
員
長

が
経
過
報
告
と
日
検

の
不
誠
実
な
態
度
を

非
難
し
、
河
野
支
部
書
記
長
は
、

労
働
者
派
遣
法
、
港
湾
運
送
事
業

法
、
長
時
間
残
業
な
ど
の
逸
脱
す

る
行
為
を
非
難
し
ま
し
た
。

集
会
後
、
周
辺
施
設
に
配
慮
し

拡
声
機
を
使
用
せ
ず
、
横
断
幕
を

前
に
終
日
抗
議
の
座
り
込
み
行
動

に
入
り
ま
し
た
。
物
々
し
い
雰
囲

気
に
通
行
中
の
方
々
か
ら
事
情
を

聴
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
丁
寧
に

説
明
す
る
と
激
励
の
言
葉
も
頂
き

ま
し
た
。

最
後
に
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

力
強
く
行
い
、
勝
利
す
る
ま
で
闘

う
こ
と
を
決
意
し
、
日
検
本
部
抗

議
行
動
は
終
了
し
ま
し
た
。

一
方
名
古
屋
班
は
朝
五
時
に
出

発
し
、
八
時
過
ぎ
に
現
地
到
着

後
、
杉
本
名
古
屋
支
部
委
員
長
・

坂
本
阪
神
支
部
副
委
員
長
を
中
心

に
行
動
内
容
を
含
め
全
体
集
会
を

行
い
、
要
請
団
五
名
で
日
検
名
古

屋
支
部
に
入
り
ま
し
た
。

日
検
名
古
屋
支
部
の
安
田
支
部

長
に
抗
議
要
請
書
を
手
渡
し
、
主

旨
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
日
検
側

は
、
抗
議
文
に
対
し
、「
即
答
は

で
き
な
い
が
本
日
中
に
は
何
ら
か

の
回
答
を
行
い
た
い
」
と
返
答
が

あ
り
、
再
度
訪
問
す
る
こ
と
を
伝

え
社
屋
を
後
に
し
、
報
告
集
会
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
社
屋
前

に
て
座
り
込
み
抗
議
行
動
と
港
頭

地
区
に
お
い
て
は
宣
伝
カ
ー
に
よ

る
抗
議
宣
伝
行
動
を
行
い
、
再
度

日
検
名
古
屋
支
部
に
入
り
支
部
長

と
面
会
し
ま
し
た
。

安
田
支
部
長
は
、

日
興
サ
ー
ビ
ス
か
ら

の
移
転
問
題
に
つ
い

て
「
地
域
職
員
と
し

て
受
け
入
れ
る
。
ま

た
、
日
興
サ
ー
ビ
ス

分
会
で
の
団
体
交
渉

が
暗
礁
に
乗
り
上
げ

た
時
に
親
会
社
と
し

て
団
体
交
渉
に
応
じ

る
」
と
の
回
答
で
し

た
が
、
地
域
職
員
制

度
は
身
分
の
異
な
る

労
働
条
件
に
な
る
の

で
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
と
す
る
経
過
が
あ

る
の
で
回
答
に
な
ら

な
い
と
主
張
し
ま
し

た
。今

後
、
団
体
交
渉

に
は
応
じ
る
こ
と
は

再
度
約
束
し
た
の

で
、
抗
議
行
動
を
終

了
し
、
阪
神
支
部
・

名
古
屋
支
部
合
同
に

よ
る
報
告
集
会
を
行

い
継
続
し
て
闘
争
す

る
意
思
統
一
を
し
て

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を

三
唱
し
て
終
了
し
ま

し
た
。

今
回
の
東
京
・
名

古
屋
統
一
行
動
に

は
、
中
央
本
部
松
本

委
員
長
、
真
島
書
記
長
、
ま
た
東

京
支
部
か
ら
鈴
木
委
員
長
を
は
じ

め
一
一
名
、
そ
し
て
名
古
屋
支
部

か
ら
杉
本
委
員
長
ほ
か
一
一
名
も

の
組
合
員
の
方
々
が
応
援
に
駆
け

付
け
て
い
た
だ
き
、
総
勢
約
五
〇

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

両
地
区
と
も
宣
伝
カ
ー
を
使
い

港
頭
地
区
中
心
に
広
範
囲
の
宣
伝

行
動
と
ビ
ラ
配
布
や
終
日
玄
関
前

で
の
座
り
込
み
な
ど
の
ご
協
力
で

全
港
湾
の
機
動
力
が
大
い
に
発
揮

さ
れ
た
の
も
結
束
力
の
賜
物
で
あ

り
大
変
励
ま
さ
れ
、
全
港
湾
の
仲

間
の
み
な
さ
ま
に
は
改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
こ
の
た
た
か
い
が
全
面

勝
利
す
る
ま
で
、
労
働
者
そ
し
て

港
湾
の
秩
序
を
守
る
た
め
、
奮
闘

す
る
こ
と
を
決
意
し
、
引
き
続
き

運
動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

（
阪
神
支
部

鈴
木
大
介
）

日日
検検
本本
部部
・・
名名
古古
屋屋
支支
部部

統統
一一
抗抗
議議
行行
動動
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六
月
十
九
日
十
六
時
よ
り
小
樽

港
湾
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
韓
国

民
主
労
総
全
北
支
部
訪
日
団
、
総

勢
二
七
名
が
来
道
し
、
中
央
本
部

大
野
副
委
員
長
が
参
加
し
北
海
道

地
方
川
村
委
員
長
含
め
八
名
で
意

見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
に
、
お
互
い
自
己
紹
介
を

行
っ
た
後
、
大
野
副
委
員
長
よ
り

全
港
湾
と
い
う
組
織
の
紹
介
と
運

動
方
針
並
び
に
最
近
の
国
内
情
勢

（
安
倍
政
権
の
暴
走
）
を
交
え
た

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

大
野
副
委
員
長
は
「
最
近
日
本

で
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
わ
な
い
組

織
が
増
え
て
い
る
中
で
、
わ
れ
わ

れ
全
港
湾
は
毎
年
春
闘
で
は
ス
ト

ラ
イ
キ
を
武
器
に
要
求
を
実
現
さ

せ
る
、
た
た
か
う
労
働
組
合
で
あ

る
」
と
い
う
説
明
に
民
主
労
総
の

皆
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
が
頷
い
て
共

感
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
質

疑
応
答
に
入
り
民
主
労
総
側
よ
り

非
正
規
雇
用
の
現
状
、
労
使
協
約

の
有
効
性
、
他
産
別
と
の
交
流
状

況
な
ど
数
多
く
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

な
か
で
も
、
非
正
規
雇
用
問
題

に
つ
い
て
の
関
心
が
強
く
、
雇
用

状
況
に
お
い
て
は
非
正
規
労
働
者

が
年
々
急
増
す
る
な
ど
、
労
働
環

境
に
つ
い
て
日
韓
共
通
す
る
課
題

が
数
多
く
存
在
す
る
印
象
を
受
け

ま
し
た
。
働
く
仲
間
の
た
め
に
た

た
か
い
、
労
働
条
件
を
改
善
し
よ

う
と
す
る
活
動
理
念
は
同
じ
で
あ

り
、
国
境
を
越
え
た
非
常
に
有
意

義
な
意
見
交
換
会
を
行
う
事
が
で

き
た
と
同
時
に
訪
日
団
か
ら
受
け

入
れ
の
感
謝
の
意
を
込
め
ら
れ
た

数
多
く
の
お
土
産
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
労
働
組
合
の
強
い
つ
な
が

り
と
い
う
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

国
は
違
え
ど
も
、
労
働
者
の
抱

え
る
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、
こ

の
様
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
わ
れ
わ

れ
労
働
組
合
が
互
い
に
手
を
携
え

て
団
結
し
声
を
あ
げ
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
北
海
道
地
方
本
部
釧
路
支
部

書
記
長

伊
藤
勇
武
）

北海道
韓
国
民
主
労
総
と
の

意
見
交
換
会
開
催
さ
れ
る

本
来
な
ら
ば
中
央
本
部
の
国
土

交
通
省
交
渉
の
前
に
行
わ
な
い
と

い
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
沖
縄

平
和
行
進
の
疲
れ
で
体
調
を
崩
し

た
私
の
都
合
と
、
運
輸
局
と
の
日

程
が
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
六
月
五
日
に
四
国
運
輸
局
自

動
車
交
通
部
要
請
行
動
を
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
四
国
運
輸
局
側

か
ら
は
、
自
動
車
交
通
部
次
長
を

は
じ
め
五
名
が
対
応
し
て
き
ま
し

た
。
組
合
側
は
、
夏
季
一
時
金
四

国
統
一
要
求
書
提
出
日
と
重
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
四
国
地
本
海
コ

ン
・
ト
ラ
ッ
ク
対
策
委
員
の
私
と

橋
崎
委
員
長
だ
け
で
要
請
行
動
に

臨
み
ま
し
た
。

交
渉
で
は
、
荷
主
か
ら
輸
送
料

金
の
値
下
げ
を
強
要
さ
れ
、
燃
油

の
価
格
に
経
営
が
左
右
さ
れ
る
脆

弱
な
経
営
状
態
に
あ
る
ト
ラ
ッ
ク

事
業
者
の
現
状
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
過
度
な
規
制
緩
和
が
原

因
で
起
こ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
ダ

ン
ピ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
労
働
条
件

の
低
下
や
安
全
対
策
が
反
故
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
、
ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
に
は
行
っ
て
い
な
い
料

金
監
査
の
実
施
や
四
国

地
方
安
全
対
策
会
議
の

実
施
な
ど
を
強
く
要
望

し
ま
し
た
。

安
倍
政
権
が
「
働
き

方
改
革
」
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
労
働
時
間

規
制
が
行
わ
れ
れ
ば
、

長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
は

「
走
っ
て
い
く
ら
」
の

給
料
体
系
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
く
賃
金

が
大
幅
に
下
が
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
組
合
員
か
ら
の

反
発
が
起
き
て
し
ま
う
現
状
も
あ

り
ま
す
。

地
方
の
運
輸
業
界
の
現
状
を
把

握
せ
ず
に
、
大
手
企
業
だ
け
を
優

遇
す
る
規
制
緩
和
や
政
策
だ
け
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に

も
、
異
議
を
唱
え
て
き
ま
し
た
。

全
港
湾
四
国
地
方
本
部
組
合
員

の
約
三
割
は
ト
ラ
ッ
ク
労
働
者
で

す
。
今
回
初
め
て
四
国
運
輸
局
要

請
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
全

港
湾
が
先
頭
に
立
っ
て
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
働
き
や
す
い
環
境
を
整

え
、
働
き
甲
斐
の
あ
る
産
業
に
し

て
い
く
た
め
、
私
自
身
が
こ
れ
か

ら
も
っ
と
学
習
と
経
験
を
積
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。
（
四
国
地
方

伊
達
健
太
）

四 国
四
国
運
輸
局
自
動
車

交
通
部
要
請
行
動

全港湾第88回定期全国大会
2017年9月6日、7日、シーパレス日港福にて開催

2016・17年度スローガン
1 労働者の権利確立、雇用安定、賃金・労働条件の引き上げをたたかい、生活向上をはかろう

1 新自由主義にもとづく規制緩和に反対し、貧困をなくし、格差社会を是正しよう

1 平和憲法を護り、人権を奪う秘密保護法の廃止、集団的自衛権の行使を許さず「戦争法」を廃
止しよう

1 辺野古新基地建設反対、日米安保条約を破棄し、米軍基地のない沖縄・日本を取り戻し、憲法
9条にもとづき、対話による外交で世界の平和を確立しよう

1 原発再稼働反対、脱原発をはじめ自然エネルギーの活用と環境保護を取り組もう

1 企業の枠を越えた産業別運動を強化し、地域運動、国際運動と連帯し、中小企業労働者、非正
規雇用労働者の立場から労働運動の再建をたたかおう

1 大衆路線にもとづいて職場闘争を強化し、活動家を育成し、組織の強化拡大を勝ち取ろう
以 上
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